３　交付金の積立・繰越に係る計画
①　交付金の積立
(ｱ)積立計画
	
	年度
	年度
	年度
	年度
	年度

	積立予定額
	
	
	
	
	

	積立累計額
	
	
	
	
	


(ｲ)取り崩し予定等
○　取り崩し予定年度：　　　　　　年度（協定期間内）
○　取り崩し予定年度における積立累計額：　　　　　　　　　　円
○　使途：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に要する経費（具体的に記入）
②　次年度への繰越
○　繰越予定年度：　　　　　　年度（当該年度の翌年度）
○　繰越予定額：　　　　　　　　　　円
○　使途：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に要する経費（具体的に記入）
４　次のとおり支出する。
	 個人配分分
	金　　額

	
	                   （配分割合：　　％）


【体制整備単価の場合に使用】
第８　農業生産活動等の体制整備として取り組むべき事項（体制整備単価交付必須事項）
　　　集落戦略を作成する。
	該　当
	取り組むべき事項

	
	別紙様式２に定める集落戦略を令和６年度までに作成する。



　　当該年度に共同取組活動に取り組んだ結果、６０，０００円の余剰金が発生したため、翌年度の
共同取組活動に充てる場合。
第７　交付金の使用方法等
１　交付金は、集落を代表して、　〇〇　〇〇（代表者氏名）　が市町村より受け取る。
２　次のとおり支出する。
	
	項　　　目
	 交付金使途の内容（項目）
	 金額

	 共
 同
 取
 組
 活
 動
	 ①　役員等の各担当者の活動に対する経費
	役員手当、一般事務費、一般管理費
	350,000

	
	 ②　農業生産活動等の体制整備に向けた活動
 等の集落マスタープランの将来像を実現す
 るための活動に対する経費
	研修費
	400,000

	
	 ③　水路、農道等の維持・管理等集落の共同取組活動に要する経費
	農道・水路管理費、鳥獣被害防止対策費
	840,000

	
	 ④　農用地の維持・管理活動を行う者に対する経費
	農地管理生産性・向上対策費、多面的機能増進費、共同機械管理費、共同利用施設管理費
	150,000

	
	 ⑤　毎年の積立額又は次年度への繰越予定額
	 ３のとおり
	60,000


３　交付金の積立・繰越に係る計画
　　　　　　　
　　　　　　　
②　次年度への繰越
○　繰越予定年度：令和　３　年度（当該年度の翌年度）
○　繰越予定額：　　　６０，０００　　円
○　使途：　農道・水路清掃の作業日当等　　　　　　　　　　　に要する経費（具体的に記入）
※繰越金とは、

　当該年度事業を実施した結果、一部余剰金が発生し、その余剰金を翌年度の事業経費へ充てるもの。
　例）水路・農道の維持管理に要する作業日当、景観作物の種子代、共同機械のメンテナンスに要する費用など
記　入　方　法
第７　交付金の使用方法等の欄
●①～④については、例年実施されている総会時の収支決算報告資料（会計年度４月～３月）を基に記入して下さい。
①役員手当、一般事務費、一般管理費の欄の合計額を記入
②研修費の欄を記入
③農道・水路管理費、鳥獣被害防止対策費の欄の合計額を記入
④農地管理生産性・向上対策費、多面的機能増進費、共同機械管理費、共同利用施設管理費の欄
の合計額を記入

●⑤については、繰越額（３月３１日時点での通帳残額）を記入して下さい。
繰越金の記入例








